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防火戸切欠き図 ※本図は床チリを６ｍｍ基準として表示します。
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1．レリーズのセット時に防火戸を持ち上げる力が働くので、設計･製作においては防火戸及びヒンジの
剛性を考慮してください。
2．横ぶれ防止ガイド①・取付板②・リブ③は付属部品ではありません。お手数ですが、防火戸製作時に
お取付ください。
3．防火戸のかまち側の下部に､レリーズ取付用切欠き穴④と取付板②及び取付用タップ穴⑤を設けてください。

5．防火戸の吊元側には、通線金具⑧及び中継ボックス⑨を設けてください。
6．中継ボックス⑨とレリーズの間に電線管⑩を設けてください。

4．防火戸の床面側に、レリーズ用切欠き穴⑥及び横ぶれ防止ガイド①（防火戸内部に溶接等）を必ず設けて
ください。横ぶれ防止ガイド①を設けないと横ぶれにより､レリーズ取付ネジ⑦が緩みレリーズの振動･衝撃

8．床面は水平で、防火戸と床面との床チリが６ｍｍになるように施行してください。

防火戸加工要領
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が増し、誤作動や故障の原因になります。

7．レリーズの取付は、付属のレリーズ取付ネジ⑦で防火戸にガタ･緩み等がないように取付けてください。
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ください。）
（但し､防火戸の下から２０～２５㎜の位置に取付けて
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（１）通常の結線方法

回路です。
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※手動解除時も、作動表示を出力する

青

黄

黒

白

赤

（通電作動前）

（作動信号線）

（共通線）

（作動確認線）

（２）手動時確認信号を出力しない場合の結線方法

表示を出力しない回路です。
作動表示を出力し、手動解除時は作動
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